










【要約】

妊娠、分娩、育児を通しての妊産婦をとりまく諸要因は、妊産婦と児になんらかの影響を

及ぼすものであるが、それだけになにがどのように影響するかを科学的に評価することが

重要である。この研究では、精神身体面における影響をさまざまな観点から明らかにする

ことを目的として次の分担研究課題を設けた。

1.妊産婦の精神面支援とその効果に関する研究

心身相関を念頭にいれた母子保健のありかたを検討するために、リエゾン精神医学の観点

を導入し、マタニティーブルーズと産後うつ病の発症の実態、妊産婦の精神面支援が妊娠・

分娩に及ぼす影響、ならびに母児同室制の医学的意義に関して検証することとした。

2.妊産婦の生活環境と出産への影響に関する研究

妊産婦に対する外的要因の侵襲性を科学的に評価するために、母体の社会活動と母子の健

康との相関を、喫煙、乗り物、運動の視点から検証した。

3.母乳内物質の人体への影響に関する研究

母乳の内因性物質と外因性物質に焦点を絞って、乳児の健康に対する影響を検討した。

4.妊娠分娩と中高年婦人の健康に関する研究

中高年婦人の健康を誘導する視点から妊娠合併症と中高年の疾患との相関性を検証した。

各々における今年度の成果は分担研究報告、研究協力者報告によって示すところであるが、

いずれにおいてもしかるべき成果が得られた。


